
第３章　近　　代

第１節　東郷湖の漁具・漁法


１　伯耆国河村郡東郷湖漁具図


　伯耆国河村郡東郷湖漁具図は、羽合町下浅津出身の土井信雄（故人）が、昭和５８年８月に、羽合町史等に利用されるようにと、その写しを提供された貴重な文献である。この絵図をもとに、明治２０年代の漁具・漁法と、江戸時代後期から昭和に至る四ツ手網漁等の概要を述べることとする。

　羽合地区は、明治２９年４月１日から「郡配置に関する法律」により東伯郡となった。

　この絵図の表題が「伯耆国河村郡」と記されていることを考えれば、明治２９年３月以前に作成されたものと思われる。また、漁具図⑨ツキダモに「二十年十月廾四日認可云々」と記され、図⑪カリ網には「明治十八年四月□□」と記入されている。

　ところで、鳥取県EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(（１）),史（)近代第５巻）によれば、明治１８年４月２０日「湖川漁業取締法」が公布されているが、条文中に因幡国千代川筋・伯耆国天神川筋等の記述があり、このころにおいても伯耆国河村郡は通常的に使用されていたといえよう。以上の点を考察するに、この絵図は明治２０年代に作成されたものと推定される。なお、図中に○で囲んだ数字は、記述の便宜上この度記入したものである。

